
膠
曲
堪

鍾 中学 校 剣 道 大会
７
月
２５
日

（日
）
、
長
腸
村
の
九
州
東
海
大
学
で
阿
蘇
郡
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
ポ
ン
プ
車
の
部
に
第
１
分
団
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
第
５
分
団

（大
字
高
森
旭
通

。
昭
和

。
下
町
）
が

出
場
し
、
見
事
第
１
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

第
１
分
団
は
、
８
月
２２
日

（日
）
に
菊
池
市
で
開
催
さ
れ
た
県
大
会

に
出
場
し
、
残
念
な
が
ら
入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

阿
蘇
郡
の
代
表
と
し
て
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
１
分
団
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

指
揮
者
　
阿
南
　
時
治
さ
ん
　
１
番
員
　
大
村
　
浩
士
さ
ん

２
番
員
　
伊
藤
　
　
靖
さ
ん
　
３
番
員
　
甲
斐
　
泉
龍
さ
ん

４
番
員
　
阿
南
　
光
政
さ
ん

ｌ
▲
Ｔ
ａ

阿蘇郡消防操法大会ボンプ車の部優勝

TGkQrnOFi TOWn
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腸e.542
平成 16年 10月 5日

羅 .

が家の

1歳

ぶどうが大好物の幸大です。

おいしいぶ どうをいっぱい食べ

てます。

父 児玉幸之助さん

母    裕美さん
(中 ・今村)

高森町の人口の動き
世帯数/2,672戸 (-4)

男 :3,645人 (+1)/女 :3,973人 (-8)

総 数/7,618人 (-7)

(平成16年8月 31日 現在)

高森町マスコット

llO,542 +Eir6+ro'5E#n
発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l  FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷
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第 1分団 (大字草部社倉・大字永野原・大字下切 )

d卜 ′ 7

木下 正子さん

高森・昭和 23歳

●お仕事

ショッピングセンター

きのしたで働いていま

す。

●趣味

ドライブ。野球観戦。

●一番やりたいこと

友だちと世界一周旅行

に行きたい。

●理想のタイプ

笑顔が素敵な人。おも

しろい人。

●   ●

●

車 暉 暦の 9月 7日 前後を 24節気では 「自露」といい秋の

不州 訪れを告げます。それまで生暖かかった風に冷たさが

加わり秋風になります。同じ秋風でも、毎年、随所でその猛

威を見せつける台風。今年も 16号、18号の際、町も災害対

策本部を設置し、関係機関と協力しながら最大限の応急対策
に努力しました。

そんななか行われた熊本県総合防災訓練では「災害から身

を守るのは日頃からの訓練が肝心」ということを再認識。万

が一災害が起きたときは、皆さんの災害に対する心構えが重

要です。一人ひとりが防災意識を持ち、 日頃から家族や近所
の人たちと防災について話をし、備えをしておきましょう。森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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芙 芙蓉館     上 上町集会所   中 高森中学校
林 林業総合センター 基 .基幹集落センター
朋・朋遊館     温 高森温泉館

●

▲

８
月
２０
日
か
ら
２３
日
に
か
け
て
、

栃
木
県
で
開
催
さ
れ
た
第
３４
回
全
国

中
学
校
剣
道
大
会
に
熊
本
県
代
表
と

し
て
出
場
し
た
高
森
中
学
校
剣
道
部

が
、
男
子
団
体
戦
で
見
事
３
年
ぶ
り

２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

同
校
剣
道
部
は
、
県
大
会
優
勝
、

九
州
大
会
第
３
位
で
迎
え
た
全
国
大

会
で
、
今
ま
で
の
厳
し
い
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
こ
の
偉
業
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

８
月
２２
日
に
は
、
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
優
勝
報
告
会
が
開
か
れ
、

集
ま
っ
た
多
く
の
住
民
か
ら
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

●

おくヤみもうにあげます
2004年 8月 受付分 (敬称略)

ありうゞ
｀
どうご資ドヽ ま`にブ((敬称略)

[住 所]

色 見・ 戸 狩

高 森・ 昭 和

永野原・小楢木

上色見。西中原

上色見・洗川

色見・小倉原

高 森 。上 在

[御遺族 ]

安 方  一 生

小 出 タ エ 子

甲斐 ヒデ 子

甲 斐 政 徳

後 藤  一 也

村 上  孝 年

上村 テ ル 子

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>安方 一生

上村テル子

後藤 一也

[死亡者]

安方モモ子

小出マツコ

甲斐  格

甲斐 ヨキ

後藤 イツ

村上アイ子

上村 岐秀

[年齢]

82

89

92

84

74

84

80

甲斐 政徳

谷川サチ子

甲斐耕太郎

お詫びと訂正

広報たかもり 9月 号の『わが家のアイ ドル』で、

太田黒竜之助くんと記載しましたが、太田黒竜之介

くんの誤 りでした。お詫びして訂正します。

▲

10/1()
ふれあいフェス

タIN高森寮
10:00・ヽ́ 15:00

■
１
欄

４
‥

澤 蠅咤
心配ごと相談/芙
13:00～ 15:00
骨美人セミナー

/林 9:30～

骨美人セミナー

/朋
9:30～

14
心配ごと相談/朋
10:00～ 12:00
万年青会/上
10:00～

役場支払 日
′心酒己ごと相談/基
10:00～ 12:00
農業農村体験交流
(～ 17日 )

16

鵞写 19 2渉
高森温泉館休館日
/温

年金相談/林
10:00～ 15:00
行政相談所/芙
13:00～ 16:00

23

宏4 心ヅ
役場支払日

肱鰺
機能訓練あゆみ

会/温
13:30^ツ

懺8 30
すまいるフェス

タ inた か もり

/申

寵竃
鶴♂ 壌

すまいるフェス

タ i∩ たかもり

/中

11/1 蛉
∫儡

大阿蘇絵画展/
林

10:00～ (～ 7日 )

4
役場支払 日

ヽ

」
■
′

′
Ｌ
ｒ
ヽ

晰
√
麟

Q
、麟「

心配ごと相談 /
芙
13:00・ヽ́ 15:00

穐膵
万年青会/上
10:00～
マタニテ ィ料理
教室/林
11:00～

■

１

，

■
‥

― 13

T akarnori alendar たかもリカレングー  ■10月 10日 ～11月 13日

佐藤教育長

による万歳三唱

予
選
リ
ー
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

高
森
中
３

‐
２
東
観
中

（
二
重
）

高
森
中
４

‐
１
櫛
形
中
（山
梨
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ー
回
戦

高
森
中
３
‐
２
伊
達
中

（福
島
）

準
々
決
勝

高
森
中
４
‐
１
大
蔵
中

（兵
庫
）

準
決
勝

高
森
中
３
‐
０
高
原
中

（宮
崎
）

決
　
勝

高
森
中
３
‐
１
小
山
第
三
中

（
栃
木
）

喜びの

全国大会の結果

ざ
寄
付
ざ
え
援
あ
り
が
ど
う
ざ
ざ
い
ま
ｔ
た

高
の
結
果
！

=豊ゴ

戸

■■■

中
学
校
生
活

最
後
の
大
会
で

先生方や応援していただいた方々のおか

げで優勝することができました。決勝 トー

ナメントの 1回戦、自分が負けてしまった

けど、先輩たちのおかげで勝ち、勢いをつ

けることができました。来年も連続優勝し

たいと思います。

監 督

興椙朝子先生

全国大会優勝 !本当にこの栄光を手にする

日がくるとは想像しませんでした。安方先生、

佐藤先生のご指導のもと、どこにも負けない

練習を積んできました。また皆さまから多く

の励ましやご支援をいただき、それらが大き

な力となり結果を残せたと思います。

藤岡 弘径君
(21F)

今回の全国大会で念願の優勝をすること

ができ、本当にうれしかったです。これも

指導していただいた先生方をはじめ、協力

していただいた保護者の方々のおかげだと

思います。今まで迷惑かけた分、これから

も頑張っていきたいと思います。

23 TAKAMORI TOWN-200410

_____」 L

……………」ヽ

咆

僻

「ヨ
コ

ｒＬ
Ｅ 中学校剣道大会4ヽ

ヨL

Sun Mo換 ||||| Thu | ||

理

」

目
Ｅ
Ｆ
Ｆ

燿

１
■
「
刊

輝□
Ｆ

立山世都那君
(3年 )

2



南
阿
蘇
訪
間
介
護
事
業
企
業

組
合
に
車
両
寄
付

南
阿
蘇
訪
問
介
護
事
業
企
業
組
合

（下

田
き
み
よ
代
表
）に
、
熊
谷
康
さ
ん
（野
尻
・

川
上
）か
ら
車
両
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

車
両
は
４
輪
駆
動
で
、
主
に
ヘ
ル
パ
ー

の
移
動
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
当
日
は
、
旧
産
交
停
留
所
か
ら
高
森
寮
ま

で
臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
硯ヽ
（各
バ
ス
停
）

鰊
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
寮
　
ＴＥＬ
６
２
‐
１
７
８
０

，一●
・■
・■
一一̈
●
ｒ
Ｆ
卜
ｒ
■
一ｒ
Ｆ
■
Ｆ
一■

第
‐５
回
ふ

‐‐
れ
あ
い

，
ェ
ス
タ

三
高
森
寮

今
年
は
記
念
す
べ
き
１５
年
目
と
い
う
節

目
の
年
と
な
り
、
今
ま
で
の
「ふ
く
し
ま
つ
り
」

か
ら
「ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
と
名
前
も
変
わ

り
、
気
分
も
新
た
に
楽
し
い
１
日
と
な
る

よ
う
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
も
企
画
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
Ｌ

Ｏ
日
　
時
　
１０
月
・０
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

（雨
天
決
行
）

○
場
　
所
　
高
森
寮
（高
森
町
大
字
色
見
）

３
年
ぶ
り
に
優
勝
旗
を
持
ち
帰
り
、
住
民
か
ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ
る
選
手
た
ち 行

政
相
談
所

１０
月
・８
日
か
ら
・０
月
２４
日
ま
で
は

「秋

の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ
、
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
相
談
に
公
正
な
第
三
者
の
立

場
か
ら
広
く
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
・魂

○
日
　
時
　
１０
月
２２
日

（金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所
　
芙
蓉
館

○
相
談
員
　
本
田
幸
則
さ
ん

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
行
政
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
１
３
）

●
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「
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碧
ゆうこうごう

車両は「熊康号」と名付けられました

昨年の様子

◎ 10月 のテーマ

建康をお属けします

鶏。

●

ま午前9時から午後5時 まで

10月 10日

10月 11日

10月 17日

10月 24日

10月 31日

11月 3日

11月 7日

診療 |

平 田 医 院

立 野 病 院

馬 原 内 科 医 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

T肌 62-0216

TⅢ′68-0111

T肌 62-0646

TⅢ′62-0378

TEL 62-3351

TEL 67-1777

T肌 67-0019

2月曜 日
間質性肺炎について

●火 曜 日
子 どもの地図舌

之水 曜 日
鳥インフルエンザについて

痺木 曜 日
歯の痛み (神経の痛み)

躙金 曜 日
最 も人間 ら しい病気

～ うつ病～
蒻土 曜 日 0日曜 日
性教育シリーズ⑤

レ
膠
層

艤圏圏

‐
‐ KAMOШ  TOWN-2004.10
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君
年)(3

いまむら  た いち

今村 太―

田上 和宏君
(31年 )

全国大会で優勝できて本当にうれし

かったです。 3年間厳しい練習をやった

かいがあったと思います。それも、監督

やコーチのご指導や保護者の方の熱い応

援があったから全国大会を優勝すること

ができたと思います。

赤崎 雅樹君
(2自F)

僕は補員だつたけど、先輩たちが今まで頑

張ってきてくれたおかげでいい体験ができた

と思います。その先輩たちを誇りに思って、

来年は僕たちが 2連覇を目指して頑張ってい

きたいと思います。よろしくお願いします。

今回の全国大会で優勝できて本当にうれ

しいです。練習では先生からの厳しい指導

を受けきつかったけれど、その成果が実っ

てよかったです。僕は補員でしたが、精一

杯応援を頑張りました。これからも高森中

剣道部をよろしくお願いします。

3年生最後の中体連で全国大会に出場し、

優勝できたことが本当にうれしかったです。

3年間の練習はとても厳しかったけど、監

督やコーチの先生方の熱心なご指導にはと

ても感謝しています。これからも剣道と勉

強を頑張 りたいです。

古庄 甚貴君
(3年)

今回の全国大会で優勝できてとてもう

れしかったです。そのかげには、コーチや

顧間の諸先生方の熱心なご指導と、皆さん

の温かいご支援があっての優勝だと思いま

す。本当にありがとうございました。これ

からも勉強に剣道に頑張ります。

一主将一
ご とうしん た ろう

後藤真太郎君
(3年 )

社倉・水迫線道路改良工事 (1工 区 )

工   事 (業務委託)名

H16.9.10´V H17.3.22

工    期 契約金額 (円 )

37,642,500

請 負 者

(株)高  梢

社倉・水迫線道路改良工事 (2工 区 ) H16.9.10～ H17.3.22 37,380,000 (有)佐藤建設

平成 16年度後期地籍調査測量業務委託 H16.9.10～ H17.2.28 17,430,000 (株)スペック

◎お知らせのべ〒ジ
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ｌ
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大谷 祐生君
(3年 )

全国大会では、監督やコーチ、皆様のお

かげで優勝することができました。今まで

寄付などいろいろご協力いただき本当にあ

りがとうございました。この経験を高校で

生かして頑張りたいと思いますので、応援

よろしくお願いします。

健猛籠問題を

24時 間.

日薔わりで

お送りします
ｒ

『

０

●

『
目

脳L士」
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さ

脩

利
子

頼
照

下］石

れ
ま
す
。

こ
の
解
消
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
で
は

毎
年
１０
月
を

「労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

と
定
め
、
労
働
保
険

へ
の
加
入
促
進
を
目

的
と
し
た
広
報
や
該
当
事
業
場

へ
の
指
導

を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

労
災
保
険

へ
の
未
加
入
事
業
場
の
労
働

者
の
方
は
、
業
務
上
や
通
勤
途
上
に
お
い

て
け
が
や
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
不
幸
に

し
て
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
は
労
災
給
付
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
が
続

い
て
お
り
、
リ
ス
ト
ラ
や
事
業
所
倒
産
に

よ
り
失
業
し
た
場
合
の
失
業
給
付
や
在
職

中
に
お
け
る
育
児
及
び
介
護
休
業
中
の
給

付
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
労
働
者
自
ら
費
用
を
負
担
し

て

一
定
の
教
育
訓
練
を
受
講
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
費
用
の

一
定
額
を
支
給
す
る
教

育
訓
練
給
付
及
び
事
業
主

へ
の
各
種
助
成

金
も
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
災
保
険
制
度
の
説
明
や
加
入
手
続
き

に
つ
い
て
は
労
働
基
準
監
督
署
、
雇
用
保

険
の
加
入
手
続
き
や
各
種
助
成
金
の
説
明

は
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐
２

１

１

１
１

７

０

２

◎
少
子
化
時
代
の
企
業
の
在
り
方
を
考

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

少
子
化
が
進
む
中
で
、
仕
事
と
家
庭
を

両
立
し
な
が
ら
働
け
る
職
場
づ
く
り
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
年
は
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
に
基
づ
く

一
般
事
業
主
行
動
計
画

を
策
定
す
る
準
備
の
年
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
企
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

○
日
　
時

平
成
１６
年
１０
月
２６
日

（火
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

○
場
　
所
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本

（熊
本
市
千
葉
城
町
３
‐
３１
）

○
内
　
容

①
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業

表
彰

②
基
調
講
演

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン

◎
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
相
談
会

（同
時
開
催
）

あ
な
た
の
会
社
の
対
応
は
充
分
で
す
か
？

制
度
の
導
入
や
環
境
整
備
等
を
検
討
さ

れ
て
い
る
企
業
の
方
、
働
い
て
い
る
皆
さ

ん
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
内
　
容

・
育
児

・
介
護
休
業
制
度

を
迎
え
た
２３
組
の
夫
婦
が
、
晴
れ
の
節
目

を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
藤
本
町
長
が

「今
後
も
人
生

の
お
手
本
と
し
て
、
お
力
添
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
夫
婦
末
永
く
、

健
康
で
充
実
し
た
人
生
を
お
送
り
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
、
夫
婦

一

組

一
組
に
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら
の
表
彰

状
と
、
町
及
び
馬
原
清
子
さ
ん

（高
森

。

安方 廣
久美●

。
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ

く

一
般
事
業
主
行
動
計
画
策
定

。
労
働
基
準
法
、
労
働
時
間
の
短
縮
等

。
各
種
給
付
金
、
助
成
金
関
係

・
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

２

１

３

８

６

５

阿
蘇
郡
森
林
組
合
で
は
、
次
の
と
お

り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
員
　
３
名
程
度

○
募
集
資
格

短
大

。
大
学

を
卒
業

し
た
者
及

び
、
平
成
１７
年
３
月
ま
で
に
短
大

。

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（昭

和
５４
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６０
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

○
職
　
種
　
一
般
事
務
兼
森
林
管
理
作
業

○
受
付
期
間

１０
月
４
日

（月
）
～
１０
月
２９
日

（金
）

０
１
次
試
験

Ｈ
月
・５
日

（月
）

「筆
記

。
作
文
」

０
２
次
試
験

Ｈ
月
下
旬
予
定

　

「面
接
」

●
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
郡
森
林
組
合
本
所
総
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

１
３

４

‐
０

３

３

５

(中:部・社合)

住
宅
の
建
設

・
購
入
資
金
、
補
修
資

金
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

○
募
集
期
間

（災
害
発
生
か
ら
２
年
間
）

台
風
１６
号

平
成
１６
年
９
月
１
日

（水
）
～

平
成
１８
年
８
月
３１
日

（木
）

台
風
１８
号

平
成
１６
年
９
月
‐０
日

（金
）
～

平
成
１８
年
９
月
８
日

（金
）

○
金
　
利

（平
成
１６
年
９
月
１４
日
現
在
）

１

・
８
％

（全
期
間
固
定
金
利
）

○
融
資
限
度
額

建
設
資
金

１
、
１
０
０
～
１
、
１
６
０
万
円

補
修
資
金

５
９
０
～
６
４
０
万
円
　
等

○
返
済
期
間

建
設
資
金
　
２５
～
３５
年
以
内

補
修
資
金
　
２０
年
以
内
　
等

※
元
金
返
済
の
据
置
可
能

公
庫
融
資
を
ご
返
済
中
の
方
は
、
返

済
に
関
す
る
ご
相
談
を
承
り
ま
す
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

１
３

８

７

‐
２

０

０

０

（平
日
及
び
第
１
・第
３
日
曜
日
　
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

高徳さん (75)

セキ子さん (71)

(高 森・昭和)

篠田 末春さん (77)

チズ子さん (75)

(高森・天神)

秋夫さん (83)

崎子さん (82)

(高森・上町 )

美人志さん (77)

美津江さん (74)

(高森・上町)

●   ●

●

津留 睦夫さん (74)宇藤
マサ子さん (74)

(高 森・津留 )

光さん (77)白 石
子さん (72)

(色 見・中園 )

阿南 和明さん (75)松本
初子さん (73)

,(75)山 村 英男さん (74)東
,(72)  アキミさん (74)

洗川)        (高 森・下町)

安さん (72)林
隆子さん (72)

(高 森・下町)

典次さん (75)岩下
茂子さん (75)

(高森・横町)

憲雄さん (81)

帝子さん (72)

(高 森・横町)

ん

ん

静

さ

さ

傷

人

ヨ

吐

貞

メＫ
Ｉ

原市

婚

９
月
・４
日

（火
）、
休
暇
村
南
阿
蘇
で

「金

夫
婦
表
彰
伝
達
式
」
が
開
か
れ
、
金
婚

旭
通
）
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
山
村
英
男
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
出
席
者

全
員
で
の
会
食
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協

力
さ
れ
て
い
る
福
永
紘
喜
さ
ん

（高
森

・

下
町
）
が
、
参
加
し
た
夫
婦
ご
と
に
記
念

写
真
を
撮
影
。
式
に
花
を
添
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
仲
む
つ
ま
じ
く
健
や
か

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

潔さん (78)

歌子さん (72)

(高森・旭通)

岩下國次郎さん (75)

イチ子さん (70)

(高森・旭通 )

善信さん (83)

律子さん (79)

(高森 。昭和)

本田 正長さん (77)阿部 末数さん (75)平 田
ツ∃さん (71)  ツユ子さん (71)

(矢津田・高尾野)         (高 森・森)
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と
も
に
歩
ん
で

金
婚
夫
磯
一

酢
ヤ 1-

ヽ
リ

♂
ケ

―

―
■
一

１０
月
は
「仕
事
と
家
庭
を
考
え
る

月
間
」
で
す

阿
蘇
郡
森
林
組
合
職
員
募
集

ハ

台
風
１６
号
、

１８
号
に
よ
る
災
害
で

住
宅
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
ヘ

海
供耀
ト

●
■
●
■
●
●

‐―．、
一、
「
一
・
ｒ
ヽ
■

・

・ ■ ど

鍮

『

¬

曲
重
憂
薔軍

■

電

・・
　

■

ピ
■
■

∩

■

●

′

亀

言.

踵
亀
督
―
●

．辟
一■

裏

Ｆ
ｉ
″

斑
Ｉ

Ｉ

Ｉ

一響

Ｆ
Ｉ

三

ヽ
Ｐ

メ
Ｌ

ヅ
辣

「
１

・

Ｆ
∵

―
三

ｆ

一

・

・
●
・

国揚



シ
リ
ー
ズ

「伝
え
た
い
、
伝
統
芸
能
の

心
」
は
、
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
で
は
、

１０
月
か
ら
熊

本
―
松
山

（愛
媛
県
）
間
の
新
し
い
路

線
の
運
航
を
開
始
し
ま
す
。

空
の
旅
わ
ず
か
５５
分
で

「坊
ち
ゃ
ん
」

で
有
名
な
道
後
温
泉
の
あ
る
城
下
町
松
山

ま
で
ひ
と
ッ
飛
び
。

８８
ヵ
所
巡
礼
、
清
流

四
万
十
川
、
讃
岐
う
ど
ん
等
々
四
国
の

旅
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

○
運
航
時
刻

熊
本
Ｈ
時
発
　
松
山
Ｈ
時
５５
分
着

松
山
１２
時
２５
分
発
　
熊
本
１３
時
２０
分
着

玲
お
問
い
合
わ
せ
先

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
予
約
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

９

１
３

４

‐
１

５

１

５

靱
お
問
い
合
わ
せ
先

中
央
児
童
相
談
所

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

１

‐
４

４

５

１

～
県
税
滞
納
処
分
の
実
施
～

県
で
は
、
Ｈ
月
か
ら
県
下

一
斉
に
、
自

動
車
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
の
預
金

・
給

与
等
の
財
産
に
対
す
る
差
押
処
分

（国
税

徴
収
法
の
例
に
よ
る
滞
納
処
分
）
に
着
手

し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
納
付
の
確
認
が
と
れ
な
い

方
に
督
促
状
や
差
押
予
告
書
等
の
文
書
を

送
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
納

付
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
早
急
に
阿

蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
、
熊
本
県
税
事
務

所
、
県
自
動
車
税
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り

の
金
融
機
関
に
て
、
納
付
を
済
ま
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
金
融
機
関
で
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
行

き
違

い
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

‐

１

１

１

１

（内
線
３
２
５
）

県
で
は
、
平
成
１５
年
７
月
か
ら
、
誰
も

が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
の
実
現
、

ま
た
、
医
療
機
関
に
お
け
る
患
者

へ
の

サ
ー
ビ
ス
や
医
療
の
質
の
向
上
を
目
指
し

て
、
医
療
に
関
す
る
患
者
や
家
族
か
ら

の
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
る

「医
療
安
全

相
談
窓
口
」
を
次
の
と
お
り
設
置
し
て

い
ま
す
。

平
成
１５
年
度
は
、
約
３
０
０
件
ほ
ど
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
相
談
に
は
看
護
師
及
び
担
当
の
職
員

が
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
ヘ

の
事
実
確
認
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま

す
。な

お
、
医
療
に
関
す
る
相
談
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
保
健
所
に
お
い
て
も
従
来
ど

お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
設
置
場
所

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
１８
番
１
号

熊
本
県
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
推
進

課
内

（県
庁
新
館
３
階
）

皿
０
９
６
‐３
８
３
‐７
０
２
０

（直
通
）

県
庁
代
表

皿
０
９
６
‐３
８
３
‐１
１
１
１

（内
線
７
０
４
６
）

剛
０
９
６
‐３
８
５
‐１
７
５
４

電
子
メ
ー
ル

一〓
″
目
『く
Ｏ
Ｃ
（口）０
「①
い
パ
Ｃ
【づ
”
【５
０
一〇
』
∞
」り

○
受
付
日

月
曜
日
～
金
曜
日

●

（休
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
日
）

○
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
受
付
体
制

医
療
安
全
相
談
員
及
び
地
域
医
療
推

進
課
職
員

○
相
談
内
容

医
療
に
関
す
る
患
者
や
そ
の
家
族
か

ら
の
相
談
等

１０
月
は

「

月
間
」
で
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ま
、

「労
働
保
険
」

の
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
し
よ
う
か
。

「労
働
保
険
」
と
は
、

「労
働
者
災
害
補
償

保
険
法

（労
災
保
険
）
」
と

「雇
用
保
険
」

の
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
す
る
保
険
制
度

で
す
。

「労
働
保
険
」
は
、
事
業
の
種
類
や
規
模

の
大
小
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
適
用
事
業

と
す
る
全
面
適
用
と
な
っ
て
お
り

（農
林

水
産
の
事
業
の

一
部
を
除
く
）
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
加
入

手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。労

働
保
険
適
用
事
業
場
は
、
年
々
増
加

し
て
お
り
ま
す
が
、
労
働
保
険
の
制
度
や

手
続
き
方
法
の
不
案
内
等
か
ら
、
未
だ
、

建
設
業
、
卸

・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等

を
中
心
に
労
働
保
険

へ
の
未
加
入
が
見
ら

四天
国草
松 エ
山ア
ヘラ
ひイ
とン
ツ
飛
び

i

．児
童
虐
待
防
止
法
の
一部
改
正

１０
月
１
日
か
ら
児
童
虐
待
防
止
法
が
変

わ
り
ま
す
。
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
虐

待
を
受
け
た
こ
と
が
明
白
な
場
合
だ
け
で

な
く
、
虐
待
を
受
け
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る

児
童
を
発
見
し
た
場
合
に
ま
で
通
告
義
務

が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
気
に
な
る
児
童
を
発

見
さ
れ
た
方
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
、
児

童
相
談
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

●

つ
つ
Ｄ

ん
ん
‐ｒ

さ

さ

嶋

文

子

ｃ

和

朔

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

●

いつまでも健康で !

敬老会
長年にわたり、本町の発展に寄与されたお年寄

りの長寿を祝い、その労をねぎらう高森町敬老会

が、各校区婦人会や各地区の皆さんの協力により

町内 8会場で開催されました。

草部南部地区の敬老会は草部中学校で開催され、

草部保育園児が踊りを披露し、「これからも元気でい

てください」とあいさつ。場内は和やかな雰囲気に包

まれました。その後、地元婦人会による舞踊などの

余興があり、参加者は楽しいひとときを過ごしました。
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後藤 榮喜さん (69)工藤 重幸さん (71)

ヱミコさん (70)  ヒサ子さん (71)

(河原・河原)        (野 尻・川上)

岩下 松士さん (72)熊谷
アヤ子さん (75)

(河原・大道 )

(注)当 日ご都合により出

席できなかった方の

写真は、合成して掲
載しております。

宮本 宗継さん (73)

ハル子さん (75)

(尾下・牧戸)

100歳
おめでとうございます

岩下ハツヨさん (尾 下 。大畑)が めでた く満

100歳 を迎えられ、入所先の阿蘇温泉病院を藤本

町長が慶祝訪問しました。

内閣総理大臣か らの祝状と町からの表彰状・記

念品が贈られ、100歳の長寿を祝いました。

これからも、健康で元気にお過ごしください。
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膨
L上

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

今
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（結
婚
６０
年
）

は
次
の
方
々
で
す
。

藤
川
　
　
稔

（８０
）
高
森

マ
キ
エ

（８４
）
（上
在
）

後
藤
　
武
義

（８８
）
高
森

ヨ
リ
子

（８４
）
（横
町
）

岩
下
　
　
亀

（８４
）
高
森

ユ
リ
子

（８３
）
（森
）

津
留
　
　
明

（８５
）
高
森

ハ
ル
コ

（８８
）
（津
留
）

熊
谷
　
保
武

（８１
）
芹
口

ハ
ル
エ

（７９
）
（芹
口
）

瀬
井
　
達
老

（８３
）
野
尻

針
子

（７９
）
（川
上
）
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〉国民年金だよりく
◆国民年金保険料の納め方

①納付書で納付…毎月納期限までに納め

ます
納付書は、国 (社会保険庁)か ら直接送付さ

れます。

その納付書で、全国の銀行、郵便局、農協、

信用金庫、労働金庫等のどの窓口でも納めるこ

とができます。

②口座振替…便利な納め方
一度の手続きであなたの指定の日座から毎月

自動的に引き落とされ、納付のたびに銀行、郵

便局等に行く必要がありません。

●口座振替のできるところ

全国の銀行、郵便局、農協、漁協、信用金庫、

信用組合、労働金庫です。 (申 し込み用紙は各

窓口及び社会保険事務所にあります)

●手続きはカンタンです !

あなたの預 (貯)金 口座のある金融機関や郵

便局などで 「口座振替納付 (変更)申 出書」に

必要事項を記入してお申込ください。

●手続きに必要なもの

①納付案内書または年金手帳

②預 (貯)金通帳

③印かん (通帳の届出印)

③前納…割引きがあります
その年度の一定期間の保険料をまとめて前納

すると、保険料が割引きされる制度で、お得です。

● 1年前納

4月 分から翌年 3月 分を、 4月 末日までに納

付します。

● 6か月前納

4月 分から9月 分を、4月 末日までに納付します。

10月 分から3月 分を、10月 末日までに納付し

ます。

お問い合わせ先 住民生活課国民年金係

TEL 62-1111(内 線 132)

史芸
秋の全国交通安全運動

9月 21日 か ら 30日 までの 10日 間、秋の全国

交通安全運動が行われました。さまざまな運動が

各地で展開され、本町においても街頭指導等が実

施されました。

POETRY PAGE
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ろ
秋
　
案
内
の
来
る
里
神
楽

ん
曰
く
　
子
供
の
為
に
生
き
て
き
た

ェ
　
良
か
赤
牛
の
育
ち
よ
る

よ
か
機
会
　
な
ん
か
な
か
な
ら
切
り
だ
せ
ん

母
ち
ゃ
ん
曰
く
　
九
月
が
や
っ
と
夏
休
み

ま
だ
か
ま
だ
か
　
庭
も
等
目
立
て
と
ら
す

広
か
ね
ェ
　
梅
干
の
取
り
出
し
や
す
さ

よ
か
機
会
　
子
供
も

一
人
立
ち
し
た
つ

母
ち
ゃ
ん
曰
く
　
パ
パ
が
呑
め
ん
と
気
の
揉
む
る

そ
ろ
そ
ろ
秋
　
二
人
の
仲
も
風
立
ち
ぬ

ま
だ
か
ま
だ
か
　
赤
信
号
よ
早
よ
替
れ

齢
全国農業青年交換大会
交流のタベ

林
　
　
不
忘

佐
藤
　
重
信

田
上
黙
公
子

上
井
加
根
女

馬
原
　
馬
笑

後
藤
　
愛
子

渡
辺
　
雲
海

松
山
キ
ヨ
子

桐
原
　
白
酔

後
藤
　
信
子

佐
藤
多
可
雄

●   ●

●   ●

メ
ー ヽ  翻′`

挙l隼榊‖‖武|卜贅え・‐弊

‐私 李 丸 会

.1_キ 豊 1鍵 執
ふ工｀

'く

工■ 4｀ ｀|ヽ ―

第 5イユ

熊ふネ 主義寺子

母
ち
ゃ
ん
曰
く
　
文
句
言
わ
ず
に
食
べ
な
さ
い

広
か
ね
ェ
　
ま
た
収
穫
に
こ
な
さ
る
る

そ
ろ
そ
ろ
秋
　
米

一
と
掬
い
炊
き
加
つ
る

母
ち
ゃ
ん
曰
く
　
家
風
に
泣
い
た
玉
の
輿

紫
陽
花
の
玉
ゆ
ら
し
て
は
降
り
続
く

初
茄
子
を
ち
ぎ
り
て
供
え
至
福
か
な

街
中
の
方
陰
ひ
ろ
ふ
午
後
三
時

駅
弁
を
頬
張
り
な
が
ら
初
夏
の
旅

年
毎
に
漬
け
お
き
古
き
梅
酒
飲
む

帰
省
子
の
馴
れ
ぬ
手
つ
き
や
田
の
手
入
れ

夏
風
邪
や
孫
の
つ
く
り
し
粥
う
ま
し

2年連続で国体出場
立山詩子さん
10月 24日 か ら埼玉県で開催 される第 59回 国

民体育大会の空手道成年女子組手に、熊本県代表

として本町出身の立山詩子さん (帝京大学 2年生)

が出場することにな りました。

立山さんは、昨年の大会で 5位 に入賞 してお り、

今大会ではそれ以上の活躍が期待されます。

第 16回全国農業青年交換大会交流のタベが休暇

村南阿蘇で行われました。

これは、次代の日本農業を担う全国の農業青年が、

先進的農業に関する知識や技術をお互いに交換 し、

全国の仲間や熊本県民との交流・友情を深め、21

世紀農業の担い手としての自信と誇 りを培うことを

目的に開催されたもので、会場では参加者が、阿蘇

郡内の若手農業者との親睦を深めていました。

⑭
まさかの災害に備えて

熊本県総合防災訓練

佐
楢
見
乱
坊

三
森

　

茜

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

昭
　
子

ウ
ミ
オ

喜
　
弥

ア
キ
ラ

澄
　
子

ミ
ズ
ホ

晴
　
雄

山村広場を主会場に熊本県総合防災訓練が行わ

れました。

訓練は、大型台風接近を想定した避難誘導訓練、

ジェットシューターを使った林野火災対応訓練、

非常時の炊き出し訓練、化学物質汚染対応訓練等

を実施。最後に阿蘇広域消防本部による消火器訓

練が行われ、訓練を無事終了しました。
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狂
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神
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会
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ク
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個
人
事
業
者
の
方
ヘ

車
上
狙
い
続
発
！

消
費
税
の
届
出
書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？
・
　

～

一
人
ひ
と
り
の
注
意
が
不
可
欠
で
す
～

現
在
、
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
で
、
平
成
１５
年
分

の
所
得
税
の
確
定
申
告
等
に
お
い
て
、
消
費
税
の
課
税
売

上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
た
方
は
、
平
成
１７
年
は
消
費
税

の
課
税
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
「消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
速
や
か

に
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
平
成
１７
年
が
課
税
事
業
者
と
な
る
方
で
、
新
た

に
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

（平
成

１５
年
分
の
消
費
税
の
課
税
売
上
高
が
５
千
万
円
以
下
の
方

に
限
ら
れ
ま
す
）
は
、
「消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出

書
」
を
事
前
に
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
た
方
は
、
事
業

を
廃
止
し
た
場
合
を
除
き
、
２
年
間
以
上
継
続
し
た
後
で

な
け
れ
ば
、
こ
の
適
用
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

消
費
税
の
届
出
等
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点

や
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

阿
蘇
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

今
年
に
入
り
、
高
森
警
察
署
管
内
で

「車
上
狙
い
」
の

被
害
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
長
陽
村
、
白
水
村
、
久
木
野
村
を
中
心
と
し
た

学
校
施
設
利
用
者
や
観
光
施
設
利
用
者
の
駐
車
場
に
お
け

る
被
害
が
多
発
し
て
い
る
状
況
で
す
。
高
森
町
で
も
油
断

で
き
な
い
状
況
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

学
校
施
設
利
用
者
の
場
合
は
、
午
後
６
時
頃
か
ら
午
後

１０
時
頃
ま
で
の
駐
車
中
に
被
害
に
遭

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、　
一
人
ひ
と
り
の
注
意
が

不
可
欠
で
す
。

警
察
か
ら

の
お
願
い

○
車
の
窓
は
閉
め
て
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
も
確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
の
中
に
は
、
現
金
や
貴
重
品
、
バ
ッ
ク
類
は
絶
対
に

乗
せ
た
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
。

○
現
金
等
の
貴
重
品
や
バ
ッ
ク
類
は
、
必
ず
手
元
に
置
き

ま
し

よ
う
。

○
車
内
に
バ

ッ
ク
類
を
置
い
て
お
く
と
、
た
と
え
ド
ア
ロ
ッ

ク
し
て
い
て
も
、
カ
ギ
穴
を
壊
さ
れ
た
り
、
ガ

ラ
ス
窓

を
破
ら
れ
た
り
し
て
被
害
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
修
理
代
で
二
重
の
被
害
に
遭
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

～

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で

盗
難
の
被
害
は
十
分
防
げ
ま
す
～

特
殊
機
動
救
助
隊
発
足
！

平
成
１６
年
８
月
１
日
よ
り
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
に
特
別

機
動
救
助
隊
が
発
足
し
ま
し
た
。
阿
蘇
管
内
で
特
殊
な
救
助

が
発
生
し
た
と
き
に
、
専
門
チ
ー
ム
が
素
早
く
出
動
し
救
出

に
あ
た
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
隊
の
編
成
は
３
隊
で
す
。

◎
特
殊
災
害
救
助
隊
（
＝
名
）

高
所
や
地
下
で
の
事
故
、
列
車
事
故
や
ト
ン
ネ
ル
内
の
事

故
、
危
険
物
漏
れ
事
故
、
爆
発
災
害
な
ど
に
出
動
し
ま
す
。

◎
山
岳
救
助
隊
（
１７
名
）

阿
蘇
山

一
帯
を
は
じ
め
と
す
る
登
山
者
の
転
落
事
故
や

行
方
不
明
者
の
捜
索
に
出
動
し
ま
す
。

◎
水
難
救
助
隊
（
１０
名
）

川
や
池
、
ダ
ム
で
の
水
難
事
故
に
出
動
し
ま
す
。

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
事
故
に
備
え
て
、

各
隊
そ
れ
ぞ
れ
専
用
機
材
を
フ
ル
活
用
し
訓
練
を
重
ね
、

安
全
。確
実
。迅
速
な
救
助
を
目
指
し
ま
す
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署
　
Ⅲ
６
２
‐
９
０
３
４

火
事

・
救
急

・
救
助
は
１
１
９
番

ん

ん

ん

ら

さ

さ

さ

か
牧
池
藤

左
荒
小
後

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ

０

９

６

７

１
２

２

１
０

５

５

１

０

９

６

７

‐
２

２

‐
０

５
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■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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２
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●

美容・理容組合が
梅香苑で整髪奉仕

県美容業生活衛生協同組合南阿蘇支部と県理容衛

生組合南阿蘇支部の会員 12人が梅香苑を訪れ、入

苑者の整髪奉仕を行いました。

これは、 9月 4日 の 「クシの日」にちなんで、梅

香苑の開所以来毎年行っているもので、この日も入

苑者一人ひとりを丁寧に整髪。寝たきりのお年寄 り

も車いすに乗ったまま、うっとりした気持ちで整髪

してもらい「さっぱりしました」と喜んでいました。

解放子ども会が
介護支援事業所を訪問

解放子ども会が梅香苑とあそ和楽を訪れ、自分

たちで育てた野菜をおじいちゃんやおばあちゃん
●

にプレゼントしました。

これは、お年寄 りとの交流を目的に初めて行っ

たもので、子どもたちからナスやピーマンをもらっ

たおじいちゃん、おばあちゃんは 「ありがとう」

ととてもうれしそうでした。

e

00

食品営業施設における食品の取扱や施設の衛生

管理の状況を消費者の目でチェックしてもらうととも

に、消費者の食に関する知識を深めることを目的

として、「一日食品衛生監視」が行われました。

この日、消費者の代表 として、高森町食生活改 ●    ●
善推進協議会の会員 10人が「一日食品衛生監視員」

の委嘱を受け、ショッピングセンターアスカを訪問。

食品の保存や陳列状況、賞味期限等を細かくチェッ

クしていました。

」И甕衛生管理を細かくチェック!

¬編夢一 日食品衛生監視

ン ド・

ロ

全国グラウンド・ゴルフ交歓大会で大健闘
義 1均
口

「

 ■′

′生 フ B会  檀ウ ン ド第 17回全国グラウンド・ゴルフ交歓大会が宮崎

県総合運動公園で開催されました。

本町からは 26人 が参加し、そのうち個人戦で 3

人が入賞するなど大健闘しました。

入賞者は以下のとおりです。

第 2位 後藤 萬蔵 (高森・横町)

第 3位 小池サヨ子 (高森・横町)

第 5位 荒牧  勲 (津留・栃原)
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「

じん けん けい はつ                え  ど  じ だtヽ  へん

《人権啓発クイズ》～江戸時代編 ②～

Q4 江戸時代の身分は原則 として誰が決めたので

しょうか ?

ア 江戸幕府     イ 大名

ウ 村や町の住民   工 自分で決める

A4 ウ

江戸時代以前は、個人や家族の力だけで生きていく

ことが困難な時代でした。そのため、同じ地域に住む

人びとがお互いに助け合ってくらしていました。江戸

時代の前は、百姓が武器を持って戦に参加することも

あり、侍との区別ははっきりとしていませんでした。

しかし、戦国時代が終わつて平和になると、江戸幕

府は侍と農民を分ける政策をとり、侍・商人・職人を

城下町に集め、そこに住まわせました。
さむらい  しょうかまち   さ     あと  むら   うんえい    |デ んそく

侍が城下町に去った後の村の運営は、原則として、

村の自治にまかされていました。例えば、年貢は村全

体の量が決まっているだけで、それぞれの家がどれだ

け負担するかは、その村が決めました。村は、水の管

理や共有地の利用方法だけでなく、日常生活にいたる

まで細かくつくって運営されました。

そのため、「誰を村の一員と認めるか」はその村の

自治組織が決めました。

このようにして、村や町という共同体から くその一

員である〉という社会的地位、つまり身分を保障され

た者が百姓身分であり、町人身分でした。幕府や領主

はそれを公認したに過ぎません。

いかがでしたか。「身分制度」については、これま

で「江戸幕府がつくった」と思っている、あるいは教わっ

た人が多いのではないでしょうか。科学的、歴史的な

研究が進み、今回のクイズで分かるように「住んでい

るところ」で住民を決めていたということが考えられ

るようになってきています。江戸時代の後半に、幕府

が差別的な政策をとり、差別が強化されたところもあ

りますが、そこに住む人びとの意識が 「身分制度」「身

分の差別」をつくりだし、強められていったと考えて

いくのが自然だと思います。

残念ながら、この身分制度をもとにした誤った差別

は現在もあります。私たちは、このようにいわれのな

い差別をなくしていくために、まずは自分の中にある

差別する心に気づいていくことが大切だと思います。
なに   さ べつ         ただ     し         たい

そのためには、何が差別なのかを正しく知ることが第

●   ●

●   ●

ヽ
ＦＩ
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
誰

ノ
■
′
も
が
不
安
で
す
。
し
か
し
、　
一

人
で
悩
ま
ず
に
家
族
で
で
き
る
こ
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
公
的
な
制
度
の

利
用
の
両
面
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私

・ た
μ
諦

開
％

唾

雲

一

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
と

と
も
に
、
皆
さ
ま
方
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
実
態
把
握

地
域
型
在
宅
介
護
セ
ン
タ
ー
の

大
き
な
役
割
は
、　
一
人
暮
ら
し
な

ど
の
高
齢
者
世
帯
の
実
態
を
把
握

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
最
も

適
し
た
福
祉
施
策
を
検
討
す
る
こ

と
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
宅
に
実
際
に
お
邪

魔
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
相
談
事
業

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の

方
、
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方

な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

〇
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

介
護
保
険
や
介
護
予
防
の
た
め

の
プ
ラ
ン
作
成
と
と
も
に
、
そ
の

効
果
を
測
定
し
て
今
後
の
計
画
に

生
か
し
ま
す
。

町
で
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
福
祉
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
地
域
型
と
呼
ば
れ
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

薩
爆
町
地
域
璽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

一歩だと思います。

部落差別があると苦しまなくてはならないのは私た
じ しん

ち自身なのです。

■地域型在宅介護支援センター (梅香苑内)

ご相談はこちらまで
そ 相談無料・秘密厳守

′ グ
V

ヽ/

ハ 電 話 62-0915(梅 香苑施設内)

役場内の福祉・保健・介護や医療機関、基

幹型在宅介護支援センターなどと常に連携

をもって対応しています。

駐
車
場

8

「言まLl17ェスタ機鼈たか七L」」開1性のお矢口らせ
10月 30日 (土)から 31日 (日 )にかけて、高森中学校で文化祭、健康づくり推

進大会、人権啓発フェスティバルを合同で行う「すまいるフェスタ inた かもり」を

開催します。多数のご来場をお待ちしています。

なお、イベントの詳細については、後 日回覧

しますが、主な内容は次のとおりです。
・文化部門各種作品展示
・人権・健康福祉のパネル等展示
・熊日ちびっ子スケッチ展表彰式
・健康チェックコーナー

・人権劇 。人権作文発表
・ブックスター ト (読み聞かせ)

・良い歯の表彰 。優良献血者表彰

※ 31日 (日 )午前 11時から「ばってん荒川十キンキラ劇団」の公演を予定しています。

※だご汁 (豚汁)、 おにぎりのセットを 200円で販売します。

■お問い合わせ先 高森町役場住民生活課 TEL 62-1111(内線 132)

第4 ロ

函

至高森   国道 265号    至上色見・一の宮
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キヤペツのマスクネート和え
□材料 (6人分 )

キャベツ 300g、
に ん じん 60g、
薄口しようゆ小さ
じ 2、 粒マスター
ド小さじ 2、 マヨ
ネーズ大さじ3

□作り方
①キャベツはサッとゆでて短冊切りにする。にん

じんも短冊切りにする。
②①に薄回しょうゆをふり、軽く絞っておく。
③粒マスタード、マヨネーズを合わせて②を和え

る。

薄味を習慣づけましょう!

■■    ■■                                              |
¬ 口

7     11厳 Elζ戸口

「

菫 重 書 窪 箋 彗 屋 [歳 蜃 3]‖ 希 ■ 版 粗 慟 Ш 癬 蜀 慟 電 喘 壻 是 螢 η NW芯 Ⅲ 冊 ‖ 颯 慟 悩 冊 ‖ 撻 翫 懇 蜀 量 3ヨ ξ ユ i颯 撻 苺 ‖ 憚 ]整 捏 薦 蓼 争 筈 電 菫 童
=姜

電 絆 量 澪 露 風 悧 燎 羅 冊 WS犠 襦 崚 託 ξ 崎 壻 壁 鯉 型 鰤 踊 椰 磯 WnWW輛 釉 ‖ 慰 鐵 偶 彎 蟹 議 暑 ぶ 壺 ]ヨ 露 菫 摩 凛 鸞 藝 鸞 基 多 建 華 書 こ 言 菫 裏 詈 ヨ 重 彗 雇 ら 囮 ,■ 酎 』 廊 霊 」

高血圧の食事対策 としては、まず食塩の取 り過

ぎに気を付け、薄味料理を心がけることです。そ

して、血圧の上昇を抑える働きを持つ、カルシウ

ム (乳製品など)やカリウム (新鮮な野菜や果物 )

を積極的に取りましょう。

《おいしく食べる減塩のコツ》

①こんぶやかつお節などの天然食品からだしをとる。

②ゆず、かばす、レモンなどの酸味を上手にきか
せる。

③だし割りしょうゆを使う。

“

話ん 保

健

師
か
ら
あ
な
た
へ
の

健
診
結
果
か
ら

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
！

で
血
圧
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
約
１
割
は
、
原

因
と
な
る
病
気
が
あ
る
場
合
で
、
そ
こ
を
治
療
す
れ
ば

元
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
原
因
が
は

っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、

遺
伝
や
加
齢
に
加
え
生
活
習
慣
が
絡
ん
で
き
ま
す
。

○
高
血
圧
に
な
り
や
す
い
要
因

・
塩
分
の
取
り
過
ぎ
　
・
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
過
ぎ

。
運
動
不
足
　
。
喫
煙
　
・
ス
ト
レ
ス
　
な
ど

◆
高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
に

○
適
正
体
重
を
維
持
し
ま
し
よ
う
。

体
重
（ｋｇ
）
■
身
長
（
ｍ
）
■
身
長
（
ｍ
）＝
〈２５
・０
以
上
肥
満
、

２５
・
０
～
１８
・
５
適
正
、

１８
・
５
未
満
や
せ
〉

肥
満
、
特
に
内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
つ
く
内
蔵
型

肥
満
は
血
圧
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
食
事
は
ゆ

っ
く
り

よ
く
噛
ん
で
、
腹
八
分
目
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
て
、
夜
食

。
問
食
は
取
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

○
脂
肪
や
甘
い
も
の
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
体
を
動
か
し
ま
し
よ
う
。

少
し
汗
ば
む
く
ら
い
の
運
動
を
１
日
２０
～
３０
分
、
１

週
間
に
３
～
４
回
を
目
安
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
急
激
な

温
度
変
化
や
寒
さ
、
便
秘
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
血
圧
を

変
動
さ
せ
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆

家

庭

で

の
血

圧
測

定

の
す

す

め

！

血
圧
が
高
い
人
は
、
家
庭
で
の
測
定
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
１
日
２
回
朝
食
前
と
夕
食
後
ま
た
は
就
寝
前
に

測
定
し
、
薬
の
服
用
状
況
や
そ
の
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
体
調
な
ど
も
併
せ
て
記
入
さ
れ
る
と
、
血
圧
を
管
理

し
て
い
く
大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

T'′
'」 「1`11lι食

生
活
、
運
動
、
休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
日
常
生

活
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ
り
心
身
の
健
康
状
態
を
悪

化
さ
せ
る
「生
活
習
慣
病
」。
自
分
で
は
な
か
な
か
気

付
か
な
い
や

っ
か
い
な
病
気
で
す
が
、
こ
れ
を
防
ぐ

た
め
の
大
前
提
は
「血
管
を
守
る
こ
と
」
で
す
。
血
管

の
老
化
で
あ
る
動
脈
硬
化
の
進
行
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
た
い
も
の
で
す
。
今
、
血
管
に
対
す
る
危
険
因
子
を

健
診
結
果
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
血
圧

血
圧
は
、
体
の
隅
々
に
血
液
を
送
る
た
め
に
必
要
な

圧
力
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
通
常
は
、
１
２
０
～
１
３
０

ｍ
ｍ
Ｈ

ｇ
の
圧
力
で
流
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
水

柱
な
ら
１
６
３
～
１
７
７
セ
ン
チ
押
し
上
げ
る
圧
力
を

意
味
し
ま
す
。
高
血
圧
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
は
、
さ
ら

に
強
い
圧
力
が
血
管
に
加
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

特
に
脳
の
血
管
は
、
構
造
上
負
担
が
か
か
り
や
す
く
、

傷
み
や
す
い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆

な
ぜ

高

血

圧

に
な

る

の

？

高
血
圧
は
、
腎
臓
な
ど
原
因
と
な
る
病
気
が
あ
っ
て

高
く
な
っ
て
い
る
場
合
と
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い

●

Ｑ
　
私
は
７８
歳
で
長
男
家
族
と

暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
昼
間

は

一
人
暮
ら
し
に
な
り
ま
す
。

近
頃
、
国
の
機
関
の
よ
う

な
名
称
を
名
乗

っ
た
人
が
来

た
の
で
話
を
聞
く
と
、
結
局

は
福
祉
や
介
護
関
係
用
品
の

セ
ー
ル
ス
で
し
た
。
公
的
機
関

の
名
称
は
わ
か
り
に
く
い
で

す
ね
。

Ｒ
　
こ
う
い
っ
た
紛
ら
わ
し
い
名

称
を
名
乗
っ
た
セ
ー
ル
ス
が
横

行
し
て
い
る
の
で
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
特
に
痴
果
の
方
へ

の
セ
ー
ル
ス
が
多
い
の
で
ご
家

族
な
ど
は
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国

。
県
の
機
関
の
職
員
が

連
絡
な
し
に
直
接
訪
問
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
や

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
お
邪
魔
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
事
前
に
連
絡

し
た
り
、
は
っ
き
り
と
身
分
や

訪
問
内
容
を
明
か
し
て
訪
問

い
た
し
ま
す
。
紛
ら
わ
し
い

名
称
で
し
た
ら
再
度
確
認
し

て
充
分
気
を
つ
け
ら
れ
、
不

要
な
も
の
で
し
た
ら
は

っ
き

お
年
寄
り
や
福
祉
が
ら
み
の
悪
徳
商
法
横
行
！

●

り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
　
私
は
８２
歳
の

一
人
暮
ら
し

で
す
。
私
の
家
だ
け
や
た
ら

と
訪
間
セ
ー
ル
ス
が
来
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
近
所
に
尋

ね
る
と
周
り
の
お
宅
で
は
そ

れ
ほ
ど
で
も
無
い
よ
う
で
す
。

必
要
で
な
い
物
の
と
き
は

き
ち
ん
と
断
う

て
い
る
の
で

す
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
来
る

の
か
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。

日
　
ま
ず

は
表
札

や
郵
便
受

け
、
電
気
の
配
電
盤
の
下
な

ど
家
の
表
か
ら
簡
単
に
見
え

る
箇
所
に
何
ら
か
の
マ
ー
ク

や
印
が
書
か
れ
て
い
な
い
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
暮
ら
し
な
ど
の
情
報

が
業
者
間
で
交
換
さ
れ
て
い
る

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
も
何
か
の
印
が
書
き
込
ま

れ
て
い
た
ら
そ
れ
が
原
因
で
訪

問
セ
ー
ル
ス
が
多
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
個
人
デ
ー
タ
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
世
界
の
中
で
流
出

し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に

た
い
へ
ん
危
険
で
す
の
で
気
を

つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平成 16年 8月 31日 現在

高齢者の方は加齢による身体的なおとろえや、

長年の生活習慣のひずみ (運動不足・過食等 )

による体の変調が重な り、転倒 しやすくな りま

すので気をつけましょう。

転 倒  ⇒  骨 折  ⇒  要 介 護  ⇒  寝たきり

適度な運動は血流を良くすることから痴呆予防にもつながり、脚力のおとろえを防ぎます。できれば

散歩や水泳、ゲートボールなどのスポーツを続けることが良いのですが、運動をスポーツととらえなくても、

日々の生活の中で意識して身体を動かすようにすれば良いのです。具体的には次の方法があります。

●なるべく動くことを心がける。 (食事の支度や片付けをていねいにする。こまめに掃除をするなど)

●庭木の手入れや草取りをする。●散歩や買物で、なるべくたくさん歩く。
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台
風
１６
号
、

１８
号
は
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
台
風
被
害
と
税
の
減
免
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
税
、

民
健
康

た
と
き
は
、
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
当

該
農
地
、
宅
地
に
対
す
る
税
が
軽
減
又

は
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
災
害
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た
家
屋
、

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
程
度

に
応
じ
て
税
が
軽
減
又
は
免
除
さ
れ
ま

す
。

保
険
税

の
減
免

○
災
害
に
よ
り
、
納
税
義
務
者
が
所
有
す

る
住
宅
又
は
家
財
に
生
じ
た
損
害
金
額

（保
険
金
、
損
害
賠
償
金
で
補
て
ん
さ
れ

た
額
を
除
く
）
が
、
評
価
額
等
の
１０
分

の
３
以
上
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
１
千
万
円
以
下
の
と
き
は
、
被
害
の

程
度
に
応
じ
て
税
が
軽
減
又
は
免
除
さ

れ
ま
す
。

○
災
害
等
に
よ
り
、
年
内
に
収
穫
す
べ
き

農
作
物
の
損
害
合
計
額

（農
作
物
共
済

で
補
て
ん
さ
れ
た
額
を
除
く
）
が
、
平

年
の
１０
分
の
３
以
上
の
と
き
は
、
被
害

の
程
度
に
応
じ
て
税
が
軽
減
又
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
減
免

○
災
害
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た
農
地
又

は
宅
地
が
、
流
失
、
水
没
、
埋
没
又
は

崩
壊
等
に
よ
り
、
作
付
け
不
能
と
な

っ

最
近
、
熊
本
県
下
で

「法
務
局
認
可
の

債
権
回
収
会
社
」
の
名
前
を
偽

っ
て
、
架

空
の
債
権
を
請
求
す
る
事
例
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

法
的
根
拠
の
な
い

「法
務
局
認
可
特
殊

法
人
○
○
債
権
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
名
乗

り
、
あ
た
か
も
法
務
局
と
関
係
が
あ
る
よ

う
に
装
い
、
「「電
子
消
費
者
民
法
特
例
法
」
上
、

法
務
省
認
可
通
達
書
と
な
っ
て
い
る
」
な
ど

と
法
的
な
裏
付
け
が
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ

か
け
た
巧
妙
な
手
口
で
請
求
さ
れ
ま
す
。

債
権
回
収
会
社

（
サ
ー
ビ
サ
ー
）
は
、

法
務
大
臣
か
ら
許
可
さ
れ
た
場
合
で
な
け

れ
ば
、
債
権
回
収
業
を
営
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

法
務
省
又
は
法
務
局
が
、
会
社

・
法
人

と
な
る
こ
と
を

「認
可
」
す
る
と
い
う
制

度
で
は
な
く
、
「法
務
省
認
可
特
殊
法
人
」
、

「法
務
局
認
可
特
殊
法
人
」
な
ど
い
う
法
人

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
債
権
回
収

に
関
し
て
、
例
え
ば

「
（電
子
消
費
者
契
約

●

‐
●
●
一■
■
・■
●
■
．

局
認
可
の
債
権
回
収
会
社
と
偽
っ

架
空
の
請
求
に
ご

減
免
の
申
請

「町
税
減
免
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
町
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
申
告
書
の

写
し
及
び
収
支
計
算
書
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は
役
場
税

務
課
、
各
出
張
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課
　
ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

所
得
税
（国
税
）
の
軽
減

。
免
除
に
つ
い

て
は
、
阿
蘇
税
務
署

（皿
０
９
６
７
‐
２
２
‐

０
５
５
１
）
や
税
務
相
談
室

（０
９
６
７
‐

２
２
‐
０
５
５
９
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●

民
法
特
例
法
上
の
）
法
務
省
認
定
通
達
書
」
、

「法
務
省
認
可
通
告
書
」
等
の
制
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。

法
務
大

臣

か
ら
許

可

さ
れ

た
債
権

回
収
会
社

の
詳

細
情

報

等

に

つ
い
て

は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（耳
ご

＼̈
＼

●

あ
っ
て
も
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
電
話
番
号
等
の
個
人
情
報
を
知
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
業
者

側
か
ら
連
絡
が
あ

っ
て
も
、
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
、
勤
務
先
等
の
個
人
情
報
は
絶
対

知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
架
空
の
債
権
の
請
求
は
、
犯
罪
に
該
当

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
悪
質
な

場
合
に
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
じ

ま
し
よ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
請
求
の
書
類
等
は
念

の
た
め
保
管
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

熊
本
県
警
に
総
合
相
談
窓
国
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
プ

ツ
シ
ュ
ホ
ン
式
電
話
の

場
合

「♯
９
１
１
０
」
で
つ
な
が
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

６

４

１

２

１

４

５

（内
線
４
１
２
）

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

１

０

１

３

７

~~口
1llll口
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口
一）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
場
合
は
、
次

の
よ
う
に
対
処
し
ま
し
よ
う
。

〇

一
切
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
払
わ
な
い
場
合
に
脅
し
の
よ
う
な
文

句
が
あ

っ
て
も
、
支
払

っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
い
っ
た
ん
支
払
う
と
、

取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

支
払
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
請
求
を
受

け
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

○
悪
質
な
業
者
に
は

一
切
連
絡
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

そ
れ
が
債
務

の
確
認
を
す
る
た
め
や
支

払
い
の
意
思
の
な
い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
で

第59回熊本県民体育祭阿蘇大会
「阿蘇の自然の中で

羽ばたけ未来へ」
|

9月 18日 (土 )と 19日 の両日、阿蘇郡内の各会場で第 59回熊本

県民体育祭が盛大に開催されました。本町では、ソフトボール男子

とテニス男子・女子が山村広場や町民体育館などで行われ、熱戦を

繰 り広げました。

また、開催にあた り高森

中学校や高森高校の生徒、

体育指導員等の皆 さまから

ご協力いただきました。

●
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抜き取ってご利用されると便利です !
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精び歪優NIR
4月 か ら運行 している町民バスが、アンケー トや利用状況な どからさらに便利になるように運行ダイヤ

の改正とバス停の増設を行いました。全路線各停留所の通過時刻を変更 していますのでご注意 ください。

運賃は 1乗車大人 (中 学生以上)200円 、子ども (小学生)100円 、小学生未満無料です。

なお、草部南部線 (水迫停留所・取首停留所間)と 草部北部線 (柳 谷停留所 。埋立停留所間)は、台風

18号 による道路崩壊のため、大型車の通行ができませんので当分の間路線を変更 して運行 します。

■主な変更点  ○高森環状線…高森温泉館が始発・終点とな ります。 (―部を除く)

○草部北部線…・「峰の宿停留所」が廃止されます。

○尾 下 線…大道・上玉来経 由で したが、「峰の宿停留所」経由とな ります。

片山停留所と大畑停留所との間に「胡桃原停留所」を新設 します。

(片 山停留所が片山集会所前に変更とな ります )

※草部南部線の水迫停留所と取首停留所間で大型車の通行ができないため、水迫停留所で折り返し運行し、その後、

国道 325号線に戻り取首停留所で折り返し運行します。なお、山の口・小崎・木郷・釣橋・柳谷の各停留所を
ご利用される方は草部北部線をご利用ください。

※草部北部線の柳谷停留所と埋立停留所間で大型車の通行ができないため、柳谷停留所から釣橋・木郷 ,小崎・山の口・

国道バイパス経由し高森行きとなります。

■お問い合わせ先…産交観光バス(株)高森営業所 TEL 62-0515、 企画財政課企画係 TEL 62-1111(内 線 211)

参考 :南阿蘇鉄道の発着時刻

参考 :南阿蘇鉄道の発着時刻

●   ●

●   ●

.‐
●10■ 0● ■■■■

「
口
「

■■■■■‐ ■日●町口■.■:「 ,■ ■●暉口■

=●.・

抜き取ってご利用されると便利です !

暉 口

「

蹂‐■ 日.'「 F■ ■ ■ ■ ●.■ ● ● 口 菫
=●

■ ● ● ● ■ ■ ■ 暉 ● ● [

色見環状線 (温泉館経由)
毎日、 1日 4便運行

色見環状線 (色見経由)
毎 日、 1日 4便運行

河原線
週 2日 (月 ・木)、 1日 3便運行

高森環状線
週 2日 (火・金)、 1日 3便運行

色

洗
　
　
洗

中

上

下

洗

下

大

高 森 駅 前

高 森 中 央

天   神

下   村

村   山

らくだ山公園入口

月廻 り公 園

小倉原 入 口

梅 香 苑 前

休暇村南阿蘇前

高森温泉館前

山村 田楽 前

中原 公 民 館

西  中 原

前    原

前 原 田楽 前

前 原 入 口

小  倉  原

色見保育園前

高 森 寮 前

戸    狩

中岳 登 山 口

高森町役場前

高森幼稚園前

高森中学校前

高 森 駅 前

高 森 中 央

鳥

上

園

□入見

山

井

中

色

原

見

川

川

川

村
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７

　

７

　

７

　

７

　

７

７

　

７

　

８
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10月 1日 からダイヤ改正
バス停も増設しました
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高森 中学校 前

高森 中学校 前

高森幼稚 園前

高森 町役場 前

前

央

神

館

宿

畑

戸

渡

山

野

山

原

刈

宿

館

神

央

前

駅

中

　

泉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

泉

　

中

駅

温

の
　
　
　
　
　
　
　
　
々
　
　
一桃
　
　
の

温

森

森

　

森

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

森

　

森

森

高

高

天

高

峰

大

牧

馬

下

多

片

胡

百

峰

高

天

高

高

８

９

９

９

９

９

９

９

９

‐０

‐０

‐０

‐０

‐０

‐０

‐０

04

07

15

20

24

27

36

41

01

08

10

11

12

13

14

28・
・
　

―
）
　
―
↓

　
１
０

８

Ｆ０ｒヽ
）

高森駅発

高森駅着

10:32
8:47

14:44
13: 24

17:50
16:07

高森駅発

高森駅着

10:32

8147

14

13

44

24

17:50

16:07

バ・ス

月曜日～金曜 日

竹田 (発)8
津留 (発)9

土曜 日 竹田 (発)9
津留 (発)10

28

40

28

40

津留 (着 )

竹田 (着 )

津留 (着 )

竹田 (着 )

9:26
10:41

10:26

11 :41
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参考 :南阿蘇鉄道の発着時刻 参考 :竹 田交通の発着時刻 (津留・竹田線 )

12

よ

・●

町民バス停留所 1便 2便 3便町民バス停留所 1便 2便 3便町民バス停留所 1便 2便 3便町民バス停留所 1便 2便 3便

―
      _|||:i

―■‐‐     ―‐■
―=.       _1Ⅲ匿蜃


